
 
 

 
 

 

 

 

 

 
 
株式会社日本政策投資銀行（代表取締役社長：橋本徹、以下「DBJ」という。） 

は、このたび『「センサ×ビッグデータ」ビジネスの可能性－スマートフォンの 

ビジネスモデルから学ぶ、センサの将来－』と題した調査レポートを発行し 

ました。 

 
 近年、ネットワークとデータを駆使したビジネスが注目されています。 
それに伴い、社会のあらゆるところにセンサを張り巡らせデータを収集する 
「センサネットワーク」への関心も高まっています。当レポートでは、 
センサネットワークビジネスにおいて日本が優位に立つために、近年 
ビジネスモデルの劇的な変化を遂げたスマートフォンのビジネスを参考に、 
センサネットワークビジネスにおけるプラットフォーム構築について考察して 
います。 
  
なお、今後 DBJ 関西支店では、このレポートを基にセンサネットワーク関連 

企業・団体の皆様と、今後のセンサネットワークビジネスについて議論をする 
場を設ける予定です。 
 
当レポートをご希望の方は、DBJ ウェブサイト「地域・海外レポート（関西）」 

（http://www.dbj.jp/investigate/area/kansai/index.html）に掲載しております 
ので、ご参照ください。 
 
 DBJ は、企業理念「金融力で未来をデザインします～私たちは創造的金融 
活動による課題解決で、お客様の信頼を築き、豊かな未来を、ともに実現して 
いきます～」に基づき、地域のお役に立てる情報発信を積極的に支援して 
まいります。 
 
         
 

 
 

 

『「センサ×ビッグデータ」ビジネスの可能性』を発行 

【お問い合わせ先】 

関西支店 企画調査課 電話番号 ０６－４７０６－６４５５ 

平成 26 年 5 月 12 日

株式会社日本政策投資銀行

代表取締役社長 橋本  徹


